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こす可能性が示唆されている。            
日本人女性においても、上記の結果について調査を行うために、JACC Study の最
新データを用いて、閉経の状態に応じた乳がんリスクと、身長、20 歳以降の体重増加、
運動、アルコール摂取との関連性についてコホート研究を実施した。         
 
 研究方法   
 JACC Study の基本データは、1988 年から 1990 年に、日本全国の 45 の研究地域に
おいて研究に参加した、40 歳から 79 歳の 110,585 人（男性 46,395 人、女性 64,190
人）から収集されている。がん死亡率に関するフォローアップ調査は基本データに基




に利用した。                                        
 したがって、本研究では 38,610 人（閉経前女性は 9,367 人、閉経後女性は 29,243
人）の女性で、501,907 人年のうちに新規に乳がんと診断された 273 人（閉経前 84
人、閉経後 189 人）について分析を行った。一部の調査地域では 2009 年以前にがんに
関するフォローアップ調査が中止されたため、罹患調査のフォローアップ期間は平均





時の体重から 20 歳時の体重を引いたものを計算して用いた。             
運動については、最も活動的な女性を、1 週間当たり 1 時間以上を運動に費やし、1
日当たり 1 時間以上を歩行に費やす者と定義した。運動をしている活動的な女性を、1
週間当たり 1 時間以上を運動に費やす、最も活動的な女性に該当しない者、1 日当たり
1 時間以上を歩行に費やす者と定義した。残りの被験者を、非活動的な女性に分類した。 
1 日当たりの飲酒量については、「『1 回当たりの総量に 1 週間当たりの消費頻度を掛
けたもの』を 7 で割ったもの」と定義した。アンケート調査の結果において閉経状態
に関する情報が欠落している被験者については、ベースライン調査時の年齢が 55 歳以
上であれば、閉経後の女性と規定した。                        
乳がんリスクの説明変数についてのハザード比（HR）および 95％信頼区間（CI）
の推定には、Cox 比例ハザード回帰モデル（Cox モデル）を使用した。Cox モデルを
用いた多変量解析では、ベースライン調査時点の年齢（連続変数）、初経時の年齢（カ
テゴリー変数）、子供の数（カテゴリー変数）、第一子出産年齢（カテゴリー変数）を
潜在的な交絡因子としてモデル内に含める処理をし、有意水準を 5％に設定した。                                   
 
研究成績及び考察 
 閉経前の女性における Cox モデルを用いた年齢調整および多変量解析の結果による
と、年齢調整解析の結果では、1 日当たりのアルコール摂取量が 15.0g 以上の群におい
て、乳癌リスク上昇と有意な関連が認められた（HR = 2.38、95％信頼区間 1.02－5.45）。
しかしながら、多変量解析の結果では、有意な関連が認められなかった（HR = 2.30、
95％信頼区間 0.97－5.45）。年齢調整解析の結果では、1 日当たりのアルコール摂取量
と乳癌リスクと有意な関連を示す傾向は認められなかった（p for trend、p 値＝0.101）
のみならず、多変量解析の結果でも、1 日当たりのアルコール摂取量と乳癌リスクと有
意な関連を示す傾向は認められなかった（p for trend、p 値＝0.162）。閉経前の最も活
動的な女性において、乳癌リスクが約 40％減少した結果が認められたが、有意差は認
められなかった（多変量解析、HR=0.60、95％信頼区間 0.21－1.74）。閉経前の女性に
おいて、乳がんリスクとの関連を示す他の因子は認められなかった。         
閉経後の女性における Cox モデルを用いた年齢調整および多変量解析の結果による
と、年齢調整解析の結果では、身長が 153.0cm 以上 156.9cm以下の群と、157.0cm以
上の群において、乳癌リスク上昇と有意な関連が認められた（HR = 1.54、95％信頼区
間 1.04－2.28 および HR = 1.64、95％信頼区間 1.04－2.58）。そして、年齢調整解析
の結果では、身長と乳癌リスクと有意な関連を示す傾向も認められた（p for trend、p
値＝0.007）。しかしながら、多変量解析の結果では、身長と乳癌リスクとの有意な関
連を示す傾向も認められなかった（p for trend、p 値＝0.165）。           
また、多変量解析の結果では、20 歳以降の体重増加が 6.7kg 以上 9.9kg以下の群と、
10.0kg 以上の群において、乳癌リスク上昇と有意な関連が認められた（HR = 2.48、
95％信頼区間 1.40－4.41 および HR = 2.94、95％信頼区間 1.84－4.70）。そして、多
変量解析の結果では、20 歳以降の体重増加に関して、乳癌リスクの有意な上昇傾向も
認められた（p for trend、p 値 <0.001）。                     
そして、年齢調整解析の結果では、歩行による運動をしている活動的な女性群と最
も活動的な女性群において、有意な乳癌リスク減少とが認められた（HR = 0.64、95％
信頼区間 0.43－0.94 および HR = 0.50、95％信頼区間 0.28－0.91）。そして、年齢調
整解析の結果では、運動レベルに関して、乳癌リスクも有意な減少傾向も認められた
（p for trend、p 値＝0.003）。しかしながら、多変量解析の結果では、最も活動的な女
性群において、有意な乳癌リスク減少が認められなかった（HR = 0.53、95％信頼区間
0.26－1.10）。そして、運動レベルと乳癌リスクとの有意な関連を示す傾向も認められ
なかった（p for trend、p 値＝0.067）。                          
さらに、多変量解析の結果では、1 日当たりのアルコール摂取量が 15.0g 以上の群に
おいて、乳癌リスク上昇が認められた（HR = 2.74、95％信頼区間 1.32－5.70）。しか
しながら、多変量解析の結果では、一日あたりのアルコール摂取量について、乳癌リ
スク上昇傾向が認められなかった（p for trend、p 値＝0.174）。                 
 












する、米国の女性についての Hastert らの報告（2013 年）と比較して、本研究の結果
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本研究は、我が国における代表的な大規模コホート研究の一つである JACC study のデ
ータを用い、身長、運動、20 歳以上の体重増加、アルコール摂取の 4 項目について、閉経
後の日本人女性における乳がんに対するリスクを解析した研究である。その結果、乳がん
のリスク増加に関し、身長・運動と関連がないこと（ただし運動量が多い場合はリスク低
下と関連）、20 歳以降の体重増加および 1 日のアルコール摂取量 15g 以上が有意に関連す
ることを示した。本論文審査においては、研究の目的、新規性、既報の乳がんリスクとの
異同およびそれに関する解釈、アルコール摂取量の区分等について、議論となった。また
本研究の根拠となる JACC study のデータが古いこと、既報と異なる結果について元デー
タに起因する懸念、一部の被験者データの脱落など、幾つかの問題点が指摘された。本審
査委員会としては、学位申請者に対し医学研究への更なる努力と研鑽を求めた上で、本研
究論文を博士論文として認めることとした。 
 
